
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
鏡
餅

よ
く
見
り
ゃ
女
房
の

二
段
腹
）
（
お
年
玉

親
に
預
け
て

焦
げ
付
い
た) 

（
自
信
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
よ
と

言
う
自
信
）
（
新
し
い

暦
の
中
で

磨
く
靴
）

議
長(

政
策
福
祉
担
当)

が
、
８
分
野

20

項
目
の

要
望
事
項
か
ら
次
の
点
な

ど
を
強
調
し
た
。

◆
総
括
・
地
方
自
治

８
月
１
日
の
平
和
関
連

事
業
開
催
に
あ
た
り
、
平

和
の
森
公
園
で
の
開
催
を

検
討
さ
れ
た
い
。

◆
雇
用
・
労
働
政
策

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

な
ど
労
働
教
育
に
つ
い
て

も
推
進
さ
れ
た
い
。

◆
経
済
、
産
業
政
策

人
口
減
少
社
会
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
長
時
間

労
働
抑
制
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
子

育
て
し
や
す
い
労
働
環
境

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
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柳
事
務
局
次
長
の
６
名

が
、
森
民
夫
市
長
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。

提
出
に
あ
た
り
横
澤
副

午
前

11
時
に
矢
島
議

長
の
ほ
か
横
澤
副
議
長
、

羽
賀
副
議
長
、
小
堺
副
議

長
、
小
林
事
務
局
長
と
青

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

委
員
会
役
員
連
絡
体
制
、

年
間
活
動
計
画
と
各
担
当

任
務
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
枠
地

協
幹
事
等
に
つ
い
て
決
定

し
た
。

当
面
す
る
活
動
は
、

第
２
回
委
員
会
兼
新
旧
役

員
引
継
ぎ
会(

１
月

26

日)

で
詳
細
を
決
定
す
る

が
、
２
月
23
日
に｢

ユ
ニ

オ
ン
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー｣

を
開
催
す
る
。

引
き
続
き
、
次
代
を

担
う
多
く
の
青
年
女
性
の

参
加
を
期
待
し
た
い
。

年
間
委
員
を
務
め
た
方
か

ら
、
事
業
へ
の
思
い
や
感

想
が
述
べ
ら
れ
、
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
へ
の
期
待

と
新
役
員
へ
の
激
励
が
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
役

員
か
ら
は
抱
負
が
述
べ
ら

れ
、
役
員
と
し
て
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

総
会
の
最
後
は
、
石
田

副
委
員
長
閉
会
挨
拶
、
神

田
新
委
員
長
の
団
結
頑
張

ろ
う
三
唱
で
閉
会
し
た
。

早
速
、
総
会
後
に
は
第

１
回
委
員
会
が
開
か
れ
、

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
一
年
間
の
活

動
を
齋
藤
事
務
局
長
が
報

告
し
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。
議
事
で
は
、
第
１
号

議
案｢

２
０
１
６
年
度
活

動
方
針｣

を
齋
藤
事
務
局

長
が
提
案
し
、
提
案
ど
お

り
決
定
し
た
。
続
い
て
、

第
２
号
議
案｢

役
員
選
出｣

を
保
科
副
委
員
長
が
提
案

し
満
場
の
拍
手
で
承
認
決

定
さ
れ
た
。

後
半
の
新
旧
役
員
挨
拶

で
は
、
２
年
間
な
い
し
１

貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す

べ
く
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
強
化
、
経
済
的
支
援

を
強
化
さ
れ
、
教
育
の
機

会
均
等
を
保
障
す
る
取
り

組
み
を
推
進
さ
れ
た
い
等

を
強
調
し
た
。

森
市
長
は
、
基
本
的
に

考
え
方
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
さ
せ
て
も
ら
う
と

述
べ
、
別
途
文
書
で
回
答

す
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
平
和
関
連
事

業
に
あ
っ
て
は
、
今
年
は

合
併
地
域
か
ら
評
価
を
い

た
だ
い
た
。
平
和
の
森
公

園
の
意
義
は
承
知
し
て
お

り
、
双
方
が
成
り
立
つ
方

法
を
検
討
し
た
い
旨
の
表

明
が
あ
っ
た
。

選
出
し
た
。

神
田
委
員
長
代
行
が
、

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
を
代

表
し
て
一
年
間
を
振
り
返

り
挨
拶
を
述
べ
た
。
次

に
、
佐
藤
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
副
委
員
長
と
火
山

連
合
中
越
地
協
副
議
長
か

ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
連
合
新

潟
女
性
委
員
会
か
ら
メ
ッ

を
強
化
さ
れ
た
い
。

◆
防
災
・
ま
ち
づ
く
り

原
子
力
災
害
対
策
に
つ

い
て
実
行
性
あ
る
避
難
計

画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

◆
子
育
て
・
教
育
政
策

連
合
中
越
地
協
青
年
女

性
委
員
会
（
愛
称
・
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
）
第

10

回
総
会
が
、

12
月
８
日

(

火)

午
後
６
時

30
分
か

ら
勤
労
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
最
初
に
、
曽
山
事
務

局
次
長
が
開
会
挨
拶
を
行

い
、
倉
品
代
議
員(
自
治

労)

と
星
野
代
議
員
（
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
を
議
長
に

連
合
中
越
地
協

８
分
野
20
項
目
に
つ
い
て
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
る
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連
合
中
越
地
協
は
、
12
月
11
日(

金)

に
森
民
夫

長
岡
市
長
を
訪
ね
、
16
年
度
長
岡
市
予
算
に
関
す

る｢

市
政
要
望
書｣

を
矢
島
議
長
か
ら
森
市
長
に
提

出
し
、
横
澤
副
議
長(

政
策
福
祉
担
当)

よ
り
要
望

事
項
を
説
明
し
た
。

連
合
中
越
地
協
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
10
回
総
会
で
方
針
・
役
員
決
定

今
国
会
で
議
論
さ
れ
る
軽
減

税
率
は
、
低
所
得
者
層
に
有
利

で
は
な
い
？
消
費
税
は
所
得
に

関
係
な
く
一
律
で
、
結
局
は
所

得
の
少
な
い
人
の
負
担
が
大
き

く
な
る
「
逆
進
性
」
が
あ
る
と

い
う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
食
料
品
に
使
う
お
金
の

割
合
で
あ
る
エ
ン
ゲ
ル
係
数

は
、
低
所
得
者
層
ほ
ど
高
く
、

支
出
の
中
に
占
め
る
食
費
の
割

合
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
で
あ
れ
ば
食
料
品
に
か
か

る
税
率
を
低
く
し
、
低
所
得
者

層
の
負
担
を
軽
く
す
る
と
言
う

の
が
こ
の
軽
減
税
率
の
主
旨
で

あ
り
、
こ
の
仕
組
み
の
導
入
に

は
世
論
調
査
で
74
％
の
人
が
賛

成
と
言
っ
て
い
る
（
昨
年
10
月

調
査
）
▼
と
こ
ろ
が
、
多
く
の

経
済
学
者
の
間
で
は
こ
の
軽
減

税
率
導
入
に
反
対
し
て
い
る
。

理
由
は
低
所
得
者
層
に
は
ち
っ

と
も
有
利
に
な
ら
な
い
か
ら
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル

係
数
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も

支
出
に
占
め
る
“
割
合
”
の
話

で
あ
り
、
“
絶
対
額
”
で
言
え

ば
、
高
所
得
者
層
の
方
が
食
料

品
に
た
く
さ
ん
の
お
金
を
使
っ

て
い
る
。
政
府
の
試
算
に
よ
る

と
「
酒
類
を
除
く
食
料
品
」
を

対
象
と
し
て
軽
減
税
率
を
実
施

し
た
場
合
、
年
収
１
７
６
万
円

の
層
で
は
年
間
の
軽
減
額
が

８
，
４

７
０

円
だ

が
、
年
収

１
，
０
７
７
万
円
の
世
帯
で
は

軽
減
額
が
１
万
９
，
７
５
０
円

と
な
り
、
高
所
得
者
層
の
方
が

２
倍
以
上
も
税
負
担
が
軽
く
な

る
と
い
う
こ
と
だ
▼
軽
減
税
率

よ
り
も
む
し
ろ
ほ
か
の
方
法
、

例
え
ば
財
務
省
が
当
初
掲
げ
て

い
た
「
消
費
者
が
対
象
商
品
を

購
入
す
る
際
に
、
『
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
』
を
か
ざ
し
、
消

費
税
２
％
分
相
当
の
『
還
付
ポ

イ
ン
ト
』
を
取
得
し
て
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
相
当
額
が
一
定
の
限

度
額
の
範
囲
内
で
各
個
人
の
口

座
に
還
付
さ
れ
る
」
と
い
う
方

法
や
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
低

所
得
者
層
に
対
し
て
一
律
に
定

額
の
給
付
金
を
支
給
す
る
方
が

よ
ほ
ど
低
所
得
者
対
策
に
な

る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
資
本

主
義
の
理
論
で
金
持
ち
優
遇
で

は
な
く
、
富
の
再
配
分
が
重
要

だ
。

議長

矢島良彦≪№200≫

   東蔵王２
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
す
ぐ
に
で
も

冬
眠
で
き
そ
な

妻
の
腹
）
（
禁
煙
も

自
分
で
買
う
の
を

や
め
た
だ
け
）
（
一
年
間

計
画
な
い
の
に

手
帳
買
う
）
（
ジ
ャ
ン
ボ
く
じ

妻
に
隠
れ
て

確
認
し)
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2016年 連合中越地協各支部 支部長挨拶

高野 洋一支部長

橋本 豊支部長

中村 俊幸支部長

山本 英二

北魚沼支部は、魚沼市内にある連合構成組織で成り

立っており、他の地域に比べて労組の数も、組合員の

数も少ない自負です。色々な産業の方々と交流する機

会はあまりありませんが、地元に根を張った活動を重

ねていくことで、連合の名前と、顔の見える活動を広

める素地はかなりあると思います。そのことが、魚沼

市で働く仲間の労働条件を維持向上させ、そして労組

結成につながっていけばいいと思います。

今年もよろしくお願いします。

支部長

山口 耕一郎支部長

あけまして おめでとうございます

小千谷支部

見附支部 北魚沼支部

南魚沼支部

十日町支部

あけましておめでとうございます★
僕は連合のキャラクター、ユニオニオンだよ！ユニオニ
オンは、ユニオンとオニオンをもじった名前。実は労働
組合＝ユニオンとは、いくつもの葉が重なり合ってでき
ている、たまねぎ＝オニオンが語源とされてるんだ。
ツイッターやってます。フォローしてね！
アカウント ＠unionion

新年明けましておめでとうございます。新しく小千谷支

部長に選任された橋本です。日頃から連合小千谷支部の活

動に参加して頂きありがとうございます。

今年７月には第２４回参議院選挙が控えております。現

政権は『一強多弱』のもと、安保法案の採決など国民無視

の政治になっています。安定雇用・格差是正など様々な課

題を、私たち労働者・生活者の目線で政治を変える取り組

みを行う必要があります。政治を変えるための第一歩とし

て、連合推薦候補者の当選に向け一致団結して頑張りま

しょう。昨年１２月に支部定期総会を開催し、２０１６年

度の運動方針・新役員体制を承認頂きました。例年通り、

今年も『生活者第一』を考え地域に根付いた活動を進めて

いきますので、ご指導・ご協力お願いします。

新年明けましておめでとうございます。先の支部総

会で支部長に任ぜられました、ＵＡゼンセン見附繊労

の高野洋一です。支部総会においては、矢島議長をは

じめ菊田衆議院議員、佐々木、木原両市議会議員、総

合生協様に臨席いただき感謝申し上げます。長年この

任に携わってきた前支部長岩淵勝衛さんの後任という

ことで気持ちも重いですが、支部の皆さんとの話し合

いを重ね、一つ一つの活動を積み上げていきたい

と思います。

本年もご指導、ご鞭撻よろしくお願いいたします。

新年明けましておめでとうございます。雪の少

ない穏やかな年明けとなりました。組合員の皆さんにとっ

て今年が良い年となりますようご祈念申し上げます。

昨年は、労働金庫十日町支店開設50周年、総合生協は創

立60周年、そして戦後70年目の節目の年にあたり、様々な

イベントが実施され、運動や活動の継承がキーワードの年

だったと思います。

一方、景気の回復が実感できないなか、安倍政権は一強

多弱を背景に、労働法制の改悪や安全保障関連法案の強行

採決など、民意を無視した政権運営を行っています。

この政治情勢を変えるべく、今夏の参議院議員選挙では

各産別の推薦候補の勝利を目指して取り組まねばなりませ

ん。連合活動への参加をよろしくお願いします。

新年明けましておめでとうございます。

南魚沼支部長の中村です。旧年中は南魚沼支部の活

動に対し，ご理解とご協力をいただきまして誠にあり

がとうございました。  

本年は参議院選挙が施行されます。連合推薦の候補

者の当選に向け一致団結しましょう。また我々の思い

を少しでも国会に届けられるように頑張って参ります

ので皆様のご協力をお願いしたいと思います。

最後に本年が皆様にとって幸多き年となりますよう

ご祈念申し上げます。 


